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本 種 は 衆 知 の ご と く , ハヤ シミ ドリ シジミ の 近似 の 別種 と し て 割合 以前 より 知ら れ て いた が 近く 白水 隆 氏 に 
よっ て 記載 され る こと に な っ て いる . 本 種 の 生活 史 に つい て は 全く 知ら て れ て いな か っ た が , 去る 1956 年 より 本 年 
に わた る 三 ヶ 年 間 の 調査 に よっ て 我々 の 手 で 一 応 の 結論 を 出す と と が で き , 白水 氏 の 記載 と 併 載 し て 発表 する 予 
定 で あっ た が , 都合 に より 記載 に さき が け て こと こと に 発表 する と と に な っ た . 

と こ を 本 廊 の 発表 を 御 承 諾 下さ り , 更に 多く の 御 教示 を いた だ いた 円 水 隆 氏 に 厚く 御礼 を 貼 上 げ て お 5 く ・ 
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i) 成虫 の 習性 及び 棲息 地 日 週 活動 は 午前 10 時 頃 よ り 始ま る . まだ 蜜 の 乾 か ぬ 食 樹 ナラ ガ シ ワ の 周辺 を 小 刻 
みな が ら も 活 潤 に 飛翔 し , 他 の 個体 を 追う 点 で は 近似 種 と し なんら 変 り は な い . 活動 は 10 一 11 時 半 に は 最盛 と な 
り , 2 時 を 過ぎ る と 殆 ん ど 活動 する 個体 は 認め られ な く な る . た だ し , この 活動 も 天候 が 悪化 すれ ば ( 雲 が 日 光 
を さえ ぎっ た だ け で も る ) 勝間 的 に と やみ, 各個 体 は 食 樹 の 葉 の 裏面 静止 する . 午後 は 近似 種 と 同じ く , 粟 の 花 に 
好 ん で 集まり 吸 蜜 す る . 雌 は 食 樹 の 下部 か , その 附近 の 下草 に と まっ て , 陽 当り の よい 食 樹 の 表面 に で る よう な 
こと は 少な い . た だ し , 午後 に 要 の 花 に き て 吸 蜜 す る と と は 雄 の 場合 と 同じ で ある . 交尾 は 活動 直後 に 行わ れる . 

棲息 地 は 全般 的 に 比較 的 低い (せい ぜ い 海 抜 500m くら い の ) 丘 生 地 で あっ て , 多数 の ナラ ガ シ ジワ が 人 往 茂 し て 
いる , 谷間 や 草原 に 限る と いう よう な 特別 の 地理 的 条件 は 必要 と しない. 食 樹 ナラ ガ シ ワ は , 一 度 伐り 倒さ れ た 
も の より も 樹 令 が 高く 伐採 され て いな い , 少な く と も 高き 5m 以上 の 木 が 好適 で ちる らし く , 本 種 の 採集 に お い 
て も , こう し た 犬 木 を 探し た 方 が 成績 が よい . 本 種 と ウラ ジロ ミド リ シ ジ ミ と の 共存 関係 は 非常 に 密接 で ある . 
と の と と は , 関東 地方 の カシ ワ 林 に お ける ハヤ シミ ドリ と ウラ ジロ ミド リ と の 関係 に 匹敵 する . 

せ ) 卵 成虫 の 産卵 位置 は ナジ ガ シ ワ (@zezxzczs alienz BLUME) の 

校 の 分 岐 部 も し く は 幹 の 樹 度 上 で , 多く は 1 卵 , 時 に は 2 卵 , 極め て 稀 
数 卵 が 産 付 さ れる . 
卵 は 灰白色 で , 長径 0.85 mm, 短 径 0.83 mm, 高き 0.49 mm と , ほほ オ 
オミ ドリ の グル ー プ の それ と ひと し い . 表面 の 突起 は エゾ ミド リ の も の と 
ほほ 同 程度 の 長 さ で , ハヤ シミ ドリ , オオ ミド リ の それ の よう と は 長く な 
い . 突起 の 形状 は ハヤ シミ ドリ の も の だ 類似 する が 下 の 略 図 に 示す よう 
(に, ハヤ ジミ ドリ で は 突起 の 中 央 部 で くびれ て いる が , 本 種 は 完全 な 備 状 
の 突起 で ある . micropyle の 周辺 で は この 突起 は 短 か く , 側面 に 行く に し 
た が っ て 長く , 大 きく な る . 

ii) 幼 虫 蜂 化 は 野外 で は 5 月 初旬 頃 行わ れ , 解 化し た 初 令 幼虫 は ーー 
頭 部 は 茶褐色 , 肌 部 は 透明 で や や 褐色 を 帯び , 胸部 第 1 侵 一 第 3 節 に か け ( 樹 度 に 典 附 され た 卵 ) 

て , 背 線 を 中 心 と し て 一 個 の 菱形 を な す 茶 褐色 の 班 紋 を 持つ . 体長 は ハヤ シミ ドリ の 幼虫 より や や 小さ く 11 mm 
前 後 で 初 令 期間 は 6 日 前 後 で ある . 

2 令 幼 虫 は 特異 で , 体 色 は 灰白色 で , 暗黒 色 の 斑紋 を 持ち , 体長 に 比較 し て 体 幅 が 割合 に 大 きく , 一 見 四角 な 
形 に 見 える . 2 今期 間 , 3 令 期 間 は 共 7 日 前 後 で ある . 

終 令 幼 虫 は 最も ハヤ シミ ドリ に 似 て 体 色 は 黒 紫色 で ある が , 本 種 の 方 が は る か と 渡 色 で 黒 味 が 目立つ . 背面 の 
青 級 の 配 赴 状態 は ハヤ シミ ドリ , エゾ ミド リ に 一 見 し て 似 て いる . し か し , 体形 は 他 種 幼 虫 に 見 られ な い ほ ど 局 
平 で , 更に 基 棄 部 側 縁 の 体 措 が 白色 で 非常 長く , こと の 二 点 と 体 色 と で 明らか に 他 種 と 判別 する と と が で きる 。. 

また , 詳細 な 点 で 本 種 を オオ ミド リ の グル ー プ と 比較 する な ら ば , 背 線 は 黒色 で ある が オオ ミド リ の それ の + よ 
う 火 自 色 で ぁ ふち どら れ て いな いた め た 弱く 見 える . 亜 背部 の 斜 紋 列 の 形状 は エゾ ミド リ の それ と 似 て お り ,。 オ 
オミ ドリ の よう 直線 状 で は な く , と の 人 色彩 も オオ ミド リ の よう に 灰白色 で , し か も , 長く 側面 に むか っ て 流れ る 
よう な と と は なく 灰 場 色 で , エゾ ミド リ ほ ど 巾 広く 発達 し て いな い . この 一 対 の 斜 紋 列 と にょ っ て で きる 逆 三角 形 
は , ョ エゾ プ ミ ドリ , ハヤ シミ ドリ の よう に その 外側 の 地 色 と の 色彩 の 差 が 顕著 で な く , 腹部 第 7 節 の 逆 三 角形 は 特に 









































DA た ・ 表 の 考 汽 吹 K 
AM MM 7 の 左 : 卵 の 表面 略図 
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灰 褐色 , 胸部 の 倖 紋 列 相当 部 に も 同色 の 半 弓 状 列 
が 3 対 あ り , オオ ミド リ と 明らか な 差 を 作る . 腹 
部 第 7 節 以 下 , 肛 上 板 診 面 に か け て , オオ ミド リ 
で は 灰白色 と な る が , 本 種 で は 肛 上 板 部 が 暗黒 紫 
色 を 帯び る くらい で, 他 部 は 周辺 に や や 人 色彩 の 淡 
い 所 を 認め る くら い に す ぎ な い . 基底 線 は 割合 に 
よく 目立ち , 淡 褐色 で , 腹部 第 8 節 以 下 は 白色 が 
強い . 気 門 は 愚 色 で , 背 線 の 両側 部 に 列 生 する 体 
毛 は , 黒色 で , この グル ー プ の 中 で は 最も 短 か い 
ハヤ ジミ ドリ の それ より も 更に 発達 し て いな い . 
末 節 背面 の 肛 上 板 部 は オオ ミド リ ほ ど 鋭 角 の 三角 
形 を な さ ず , ハヤ シミ ドリ の それ た 似る . 
終 今 幼虫 の 期間 は 8 日 前 後 , 幼虫 期 の 延 日 数 は ot 
27 日 前 後 , 野外 に おおい て は 少し 長く 35 日 前 後 で , OO の 

遇 期間 も や や 他 の 種 よ り 長い . 

終 合 末 期 の 体長 は 22 mm 前 後 , 腹部 第 4 節 附近 の 体 幅 は 9.2 mm 前 後 , 高き は 48mm 前 後 で ある . 幼虫 は 
食 樹 の 当年 枝 と 二 年 核 と の 分 岐 部 静止 し , 摂 食 時 以外 に は , ほとん ど 活 動 し な い . 

ivy) 帳 
前 映 期 間 は 2 日 前 後 で , 前 痛 期 に あっ て も , 他 種 の よう た 丸 味 を 帯び ひる よう な と と が な く , 本 平 な まま で ある . 
帽 の 体長 は 13 mm 前 後 , 胸部 横幅 6.1 mm 前 後 , 腹部 (第 3 節 附 近 ) 横幅 6.0 mm 一 6.7 mm, 胸部 (背面 三角 
隆起 部 附近 ) の 高き 5.6 mm 前 後 , 腹部 (第 3 節 附 近 ) の 高き 5.1 mm 前 後 で ある . 一 般 的 構造 は , 近似 種 と 似 
て いる 。 た だ , 特に 留意 すべ き は , 腹部 の 屈 貼 状態 と 横幅 の 広 さ で , 興味 ある の は , 雄 型 や 雌 型 の 由 に よる 差 が 
往々 に し て 認め られ る と と で ある . 一 般 的 な 雄 型 の 内 は オオ ミド リ の それ と 似る が , 写真 の よう な 雌 型 の 顕著 な 
も の で は , 腹部 が 全く 別種 を 思わ せる よう に 丸 味 を 帯び , 幅広 く , ウラ キン シ ジ ミ を 思わ せる よう な 形態 の 虹 で 
ある . 単なる 個体 変異 で あろ うと 思う が , この 傾向 の 強い も の 程 羽 化し て 成虫 に な っ て か ら も を 腹部 が 大 きい よう 
で ある . 地 人 色 は 淡 褐 色 で , と の グル ー プ の 由 の 中 で は クロ ミド リ に つい で 黒 班 が 発達 し て いる . 

胸部 背面 の 三角 隆起 部 の 発達 は 悪く , と の 部 分 を は さん で 1 対 の や や 発達 し た 黒 斑 を 持つ . 腹面 の 地 色 は 褐色 
味 に 之 し く 口 公 に 近い . 螺 化 は 食 樹 の 幹 の 破れ 目 , 鍼 壁 で 行わ れる . 暴 化 が 地面 で 行わ れる 例 は ハヤ シミ ドリ に 
は 見 られ る が , 本 種 で は 未だ 観察 し て な い . 四 期 間 は 雄 が 21 日 前 後 , 肉 が 24 日 前 後 で ある . 


























1 ) 雄 型 刺 背 操 2) 雌 型 由 背 面 3 ) 幅 型 遇 側 面 4 ) 雌 型 軸 腹 面 
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